










「運動生理学 20 講第 3版」1）を 2015 年度から採用している。1993 年に初版 2）が出され、第 2版 3）は





















































2000 個で神経支配比が 13 である。その一方腓腹筋では運動単位数は 580 個と少ないが、神経支配比は
























る。ATP は C10H16N5O13P3 で分子量は 507、ADP は C10H15N5O10P2 で分子量は 427 になる。AMP は







3クラスで 1問は、図 -4 に示した 50m走および 12 分間走の走速度から外側広筋の筋線維組成比（面積
比）を求める問題を出題した。この図は、スプリンター、長距離ランナー、球技選手、非運動選手から
合計 100 名程度の被験者からバイオプシーを行って、さらに 50m走と 12 分間走を行った後に推定式を
導いたもので、苦労して作られたものだと詳細に説明した。しかし 50m走の記録は実感できるが 12 分
間走の走速度がまったく分からないために、テストの成績は予想を下回るものであり落胆した。


























1 ） 勝田茂，征矢英昭編．運動生理学 20 講第 3版．朝倉書店．2015
2 ） 勝田茂編著．運動生理学 20 講．朝倉書店．1993
3 ） 勝田茂編著．運動生理学 20 講第 2版．朝倉書店．1999













火曜 1限 95 2（2.1） 23（24.2） 48（50.5） 19（20.0） 3（3.2）
火曜 2限 98 4（4.1） 24（24.5） 42（42.9） 26（26.5） 2（2.0）
木曜 3限 99 4（4.0） 30（30.3） 39（39.4） 24（24.2） 2（2.0）
総計 292 10（3.4） 77（26.4） 129（44.2） 69（23.6） 7（2.4）
表 -1　2018 年度における運動生理学の成績
